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漢字実践感想文
林 美花
今学期私は早稲田 日本語センター日本語漢字指導7・8Aの クラスで漢字実践を行 った。
日本語教育の現場では、漢字系 ・非漢字系という区別が行われている.こ のクラスも例
外な く漢字系非漢字系 に分け られ て、そのうち韓国人が12名 、中国人が4名 、である、こ
れ らの上級の学生が何でいつ もr漢 字は難 しい」 というか、主に漢字系の学生はどんな問








現在、 日本で使われている漢字は大 きく二種類である。一っ は中国の 「繁体字」 と呼
ぶ、 日本の旧字であり、もう一つは中国の 「簡体字」と呼ぶ、 日本の新体字である。繁
体字はあ くまで正字であって、 これ 自体には問題はない。 しか し、中国の簡体字と 日本
の新休字は、双方 の規定に相違があるため、特に中国学習者に間違いが多いのである。
たとえばr骨 」一r骨 」のように線の方向が違 うもの、r挙 」一r挙 」 のように画数の












一つだけ注意を しておきたい。それは、字は手 に覚えさせ るということである。書写は
もともと手で行われるものであるから目よ りはてにおぼえさせるに しくはない。教える
側 と教わる側がいっしょに手を動かす。書写の一番能率的な練習方法である。例えば点
のあるな しは、 目でよ りも、一手足 りなか ったことでわかるほうが確かであろう。
2.字 の語彙を教え る場 合は彼らが既に知 っている漢字の知識を、最大限に利用するのが、
効果的である。
3.語 彙の難易の条件はいつも語彙側にのみあるわけでな く、学習者の関心、意欲によって
その難易がちが ってくる。だか ら授業中学習者 の必要である漢字の措彙の例を挙げるほ
うも重要であると患 う。
4。学習者 に漢語の語構成をよ く理解 してお くことである。そうでなければせっか く漢字 に
敏感になってもそれが請を理解す る手がか りにはな りにくいか らである。
以上簡単に実践で感 じたところをまとめま したが、今後からは漢字の発音、字形、語彙の
面をもっと詳 しく分析 してみたいと思う。
(リン ミカ ・f彦士課程1年)
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